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　令和７年度の下條村予算編成にあたっては、令和７年度を初年度とする第６次総
合計画後期基本計画に基づき、地域経済の持続可能な好循環を構築し、活力ある、
安心安全な村づくりを力強く進めるため、一般会計の当初予算を35億５千万円と前
年度より４億2,700万円、13.7％増の予算規模とした。
　主な内容として、５項目の重点施策の推進を図ることとし、事業実施に当たって
はＳＤＧｓへの取り組みを位置付けし実施して参ります。

①防災・減災関係
　更なる充実を図るため、災害時に生活必需品を確保するための防災倉庫を粒
良脇地区に新築、また、避難時の生活改善を図るため、停電や断水に対応した
コインランドリーの整備、昨年実施した中学校の避難所機能強化（空調設備）を
拡大し武道センターを整備し、３事業の合計を１億3600万円を計上。

②公共施設改修の整備
　いきいきらんど下條はプール周りの外壁や防水、サッシ等の大規模改修を、
村営住宅のメゾンコスモスは外壁洗浄や戸建て住宅の改修、周辺整備等２事
業で8,630万円計上、また、各区集会場の蛍光灯取替が必要なため、補助率を
10％増の80％にし促進を図るため500万円を計上。

③道路・河川の改修
　地域要望が最も多い道路維持修繕、道路新設改良、法面の防災工事、橋梁維
持修繕そして河川改修の工事や設計・調査等で約５億円を計上。

④メゾンコスモス12号棟の住宅建設
　昨年８月議会臨時会で認められた２年に渡る工事で、６年度債務負担事業費
分を含め２億2,000万円を計上。

⑤小中学校給食費の無償化
　給食費については、６年度まで村で80％補助していたが、子育て支援の拡大
を図り無償化にするよう約1,700万円を計上。

　その他に、賑わいの創出の１例として村内外から集まる同級会や同年会を村内で
開催した場合に村で支援をしていく事業を始めるなど、村民が安心した暮らしがで
き、真に豊かさを実感できるような安定した社会になるように取り組んでいきたい
と思います。

令和７年下條村議会第１回定例会

村長施政方針
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令和７年度予算を可決しました
令和７年３月議会で

　令和７年度予算は、将来に向けた投資的経費の増により、過去最大の予
算規模　35億5,000万円（前年度より４億2,700万円増：前年比13.7%増）
となります。

〇住宅リフォーム等補助事業の拡充
〇果樹ロス活用補助事業の新設
〇商工業活性化対策事業の継続
〇村営住宅改築・改修工事

● 下條らしさを生かした活力あるむらづくりとして…

〇避難所機能強化整備事業（武道センター空調設備工事）
〇防災倉庫設置造成事業
〇災害対応型コインランドリー設置事業
〇集会施設等改修事業（ＬＥＤ交換事業）
〇道路改良舗装事業、道路法面防災工事の実施、維持修繕工事

● 風土を守り安心安全なむらづくり

〇地域づくり交付金事業・地域づくり特別交付金事業の拡充
〇関係人口創出事業（同窓会応援事業他）の拡充

● 参画連携の自立したむらづくり

〇児童手当支給事業（高校生まで支給、第３子以上一律３万円）の拡充
〇給食費の無償化の実施
〇帯状疱疹ワクチンの拡充

● 伝統と共に、いつまでも健やかでいられるむらづくり

〇合併浄化槽修繕等補助事業の新設
〇地球温暖化防止計画実行計画の策定

● 自然と共存した持続可能なむらづくり
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予
算
説
明
会
の
質
疑
か
ら

いきいきらんどは毎年修繕費が
発生している。いつ終るのか。

A木造でデザインはたいへんいいが、木
造なので見た目以上に腐食が進んでい

る。プールの改修も含めて大規模改修は今年
度で一区切りとなる。

（福祉課）

Q

中学校の部活はどうなってい
くか。

A地域移行ということで、国からは７年度
中、県からは８年中に休日の部活動を地

域のクラブに移行するという方針が出ている。
平日の部活動は残る。

（教育委員会）

Q

給食費を無償化すると、１人
当たりの経費はどの位か？

A学年によって異なるが、１人当たり年
62,000円〜76,000円になる。人件費、

光熱水費や施設費は含まれていない。
（教育委員会）

Q

防災倉庫設置工事（粒良脇）
3629万円と予算計上されてい
るがこの事業の内訳と目的は。

A倉庫自体は405万円、土地の舗装工事と
河川法面へブロック積みで3000万円、

設計費200万円。現集会所は避難所として地
形的な危険があり防災倉庫と避難所整備の地
域要望に応え計画した。

（総務課）

Q

同級会等応援補助は村内限定
か？年齢制限はあるか。

A地域経済を回す目的もあり会場は村内
を前提にしている。今後、決定次第周知

する。年齢は19歳以上と思っている。
（総務課）

Q

果樹ロス活用プロジェクトは
どの様な事業か。

A果樹農家の意欲高揚策として廃果を加
工品に回す際の販売額に上積み補助金

を出す事業です。
（振興課）

Q

75歳以上の福祉医療費が増えているとのこ
とだが、70〜 74歳も増えているのか。

A70 〜 74歳は年間850万円前後で推移しているが、75
歳以上は急激に増加している。

（福祉課）

Q

買い物弱者支援事業は継続しているのか。

A月水金に実施中。月水はそれぞれ７名の利用。金は希
望があった時のみ対応している。

（福祉課）

Q

部活動指導員の謝金の算出方法は。

A指導員任用補助事業の県単価に合せ時間当たり1,600
円、１人当たり年間210時間を上限として算定している。

（教育委員会）

Q

子ども第三の居場所の利用者の数、給食はどうなっているか。

A日によって異なるが、常時３名ほど利用している。阿南町から２名ほ
ど来ることもある。給食は登校して食べている。給食登校が難しい

場合は、弁当を持参したり、簡単な調理をしたりして食べている。
（教育委員会）

Q

災害対応型ランドリー整備に7230万円を盛ってい
るが内訳と整備構想は。

Aランドリーは10〜 15坪程度の規模を計画。災害時の断水や停
電に備え更に内容を精査する。造成に2200万円、施設整備に

4800万円、設計費240万円。避難所に近い図書館北側の森林を造成
し駐車場とランドリー施設を整備する。

（総務課）

Q

エスナビのダウンロード件数、村の配り物のネット確認や
各種申請のウェブ申請などペーパーレスの取組みは。

Aエスナビダウンロード件数は1171件。スマホを持たない方
も一定数あり配り物等で住民同士の交流機会も大切にしたい。

ペーパーレス推進に高齢者スマホ教室など実施継続し７年度は情報
発信の集落支援員の登用を検討する。

（総務課）

Q

村営住宅Ｓ10ーＦ棟（小学校下）の改修は住宅管理計
画に基づいているか。

A改修計画にあった棟で退去が早まり７年度に子育て支援住宅と
して改修予定です。

（振興課）

Q

子ども家庭センターはどのよ
うな組織になるか。

A令和９年度設置に向けて準備中。母子保
健・児童福祉を一体的に支援できるよう

にする。
（福祉課）

Q

猟友会の活動状況は？補助は出ているか。

A６年度も有害鳥獣駆除をしっかりやっている。捕獲実績に基づ
き捕獲謝金を手厚く補助している。

（振興課）

Q
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臨時臨時
令和7年1月10日

　　第1回 下條村議会　　会臨時臨時
　

物
価
高
騰
対
策
支
援
商
品
券
発
行
事
業
の
た
め
の
、一
般
会

計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
７
号
）な
ど
を
審
議
す
る
た
め
、１

月
10
日
に
招
集
し
、１
日
間
の
会
期
で
行
い
、審
議
の
結
果
承

認
・
可
決
し
ま
し
た
。

▼
条
例
の
改
正（
専
決
処
分
）

〇
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例〇
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

者
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
下
條
村
第
１
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
、
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

そ
れ
ぞ
れ
令
和
６
年
12
月
17

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
村
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
で
、
俸
給
月
額
・
期
末

手
当
な
ど
改
正
が
主
な
も
の

で
、
令
和
6
年
12
月
20
日
付

け
で
専
決
改
正
し
た
も
の
を

承
認
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
（
専
決
処
分
）

○
令
和
６
年
度
一
般
会
計

（
第
６
号
補
正
）（
専
決
処
分
）

《
１
，２
９
０
万
円
の
増
額
》

総
額
32
億
7
，7
9
0
万
円

に【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

国
庫
補
助
金
と
し
て
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
と
し
て
全
額

国
費
が
充
て
ら
れ
た
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

国
の
補
正
予
算
と
し
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
物

価
高
騰
対
策
事
業
で
、
非

課
税
世
帯
１
世
帯
３
０
，

０
０
０
円
、
子
供
一
人
当
た

り
２
０
，０
０
０
円
の
加
算

を
す
る
も
の
で
、給
付
金
１
，

１
７
０
万
円
、
他
事
務
費
と

し
て
１
２
０
万
円
の
増
額
す

る
も
の
。
審
議
の
結
果
、
承

認
し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算

○
一
般
会
計（
第
７
号
補
正
）

《
８
，３
１
０
万
円
を
増
額
》

総
額
33
億
６
，１
０
０
万
円

に	【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

普
通
交
付
税
２
０
８
万
３

千
円
、
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

２
，１
０
１
万
７
千
円
、
財

政
調
整
基
金
取
崩
し
で
６
，

０
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

物
価
高
騰
対
策
支
援
商
品

券
発
行
事
業
７
，０
４
５
万

７
千
円
、
事
業
者
物
価
高
騰

対
策
支
援
金
１
，３
０
０
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
の
計
上

を
行
い
、
審
議
の
結
果
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

会期３月１１日から３月２１日まで

第１回 下條村議会定例会
◎過去最大規模となった令和７年度一般会計予算を承認。
◎ペットボトル・プラスチック容器専用ゴミ袋の手数料金改定の
　ための条例改正他18の条例の一部を改正する条例案を可決。

　

令
和
７
年
第
１
回

定
例
議
会
は
、３
月
11

日
に
招
集
さ
れ
、21
日

ま
で
の
11
日
間
の
会
期

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
が
19

件
、補
正
予
算
５
件
、

新
年
度
予
算
５
件
、陳

情
が
１
件
、意
見
書
の

発
議
が
２
件
提
出
さ

れ
慎
重
審
議
の
結
果

議
題
の
す
べ
て
を
可
決

し
閉
会
し
ま
し
た
。

▼一
般
質
問
は
、議
員
５
名

よ
り

　

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
は
Ｐ
７
以
降
に
詳
細

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
条
例
の
一
部
改
正

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
結

果
、令
和
７
年
４
月
か
ら
議

長
は
現
行
よ
り
１
３
，０
０
０

円
増
の
２
６
５
，０
０
０
円
、

副
議
長
は
１
，４
０
０
円
増

の
１
８
２
，０
０
０
円
、委

員
長
は
６
，８
０
０
円
増
の

１
６
７
，０
０
０
円
、議
員
は

１
３
，０
０
０
円
増
の
１
５
８
，
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０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
会
長
の
報

酬
を
現
行
よ
り
３
，０
０
０

円
増
の
３
２
，０
０
０
円
、農

業
委
員
会
及
び
教
育
員

会
の
そ
れ
ぞ
れ
職
務
代
理

は
１
，５
０
０
円
増
の
２
４
，

０
０
０
円
、同
じ
く
委
員
も

そ
れ
ぞ
れ
１
，５
０
０
円
増

の
１
９
，０
０
０
円
に
引
き

上
げ
る
。

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
12
月
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
0・05
月
を
６
月
支

給
分
と
平
準
化
を
行
い
、６

月
支
給
、12
月
支
給
共
に

1・7
2
5
月
へ
改
め
る
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
係
長
以
上
は
職
責
重
視

の
体
系
と
し
、初
号
の
額

を
引
き
上
げ
つ
つ
、職
務
の

級
間
の
水
準
の
重
な
り
を

解
消
し
、昇
格
時
の
俸
給

表
の
上
昇
幅
を
拡
大
、合

わ
せ
て
扶
養
手
当
の
見
直

し
、寒
冷
地
手
当
の
廃
止

な
ど
を
改
正
。

○
下
條
村
第
１
号
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、期

末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
下
條
村
第
２
号
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
と
も
に
国
の
法
律
改
正

に
伴
う
改
正
で
、勤
勉
手

当
を
支
給
す
る
た
め
に
必

要
な
改
正
。

○
下
條
村
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

の一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
国
の
法
律
改
正
に
伴
う

改
正
へ
の
対
応
と
と
も
に
、

所
要
の
規
定
の
整
備
の
た

め
の
改
正
。

○
下
條
村
非
常
勤
消
防
団

員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て・勤

続
年
数
で「
30
年
以

上
」と
さ
れ
て
い
た
区
分
を

「
30
～
35
年
未
満
」に
改

め
、新
た
に「
35
年
以
上
」

の
区
分
を
追
加
す
る
改
正
。

○
下
條
村
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
補
償
基
礎
額
の
加
算
額

及
び
補
償
基
礎
額
の
改
正
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
対
象
だ
っ
た
子
ど
も
の

年
齢
を
3
歳
未
満
か
ら
小

学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
の
子
に
拡
大
、介

護
休
暇
の
取
得
に
あ
た
り
、

職
員
へ
の
意
向
確
認
等
の

義
務
化
を
追
加
。

○
下
條
村
職
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
車
賃
は
そ
の
他
の
交
通

費
と
し
、交
通
機
関
の
あ

る・
な
し
な
ど
に
つ
い
て
明

記
、ま
た
鉄
道
賃
、船
賃
、

航
空
賃
に
つ
い
て
も
料
金

別
に
明
記
。

〇
下
條
村
実
費
弁
償
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
下
條
村
職
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
旅
費
に

合
わ
せ
る
た
め
車
賃
及
び

宿
泊
料
を
改
正
。

○
下
條
村
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
下
條
村
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
名
称
を
下
條
村
民

セ
ン
タ
ー
に
改
め
、合
わ
せ

て
、使
用
料
に
つ
い
て
も
１

日
と
半
日
使
用
の
料
金
体

系
を
１
日
と
１
時
間
単
に

改
め
る
。

○
下
條
村
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
条
例
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
、条
文
の
修
正
、追

記
、削
除
を
行
う
も
の
。

○
下
條
村
使
用
料
及
び
手

数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
戸
建
て
村
営
住
宅
の
改

修
に
伴
い
、住
宅
使
用
料
の

月
額
を
改
定
。

○
下
條
村
簡
易
水
道
事
業

維
持
管
理
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て・簡

易
水
道
事
業
基
金
の

目
的
を
明
確
に
す
る
た
め

の
改
正
。

○
下
條
村
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
４
月
１
日
施

行
の
番
号
利
用
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、カ
ー
ド
代
替

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
規

定
を
追
加
す
る
改
正
。

○
下
條
村
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
栄
養
士
法
の
改
正
に
伴

い
、栄
養
士
の
免
許
を
持
た

な
く
て
も
、管
理
栄
養
士

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、条
例
中
の「
栄
養
士
」を

「
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養

士
」に
改
め
る
も
の
。

○
下
條
村
廃
棄
物
の
処
理

お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
専
用
の
ご
み
袋

の
手
数
料
を
２
５
０
円
か

ら
２
８
０
円
に
改
正
す
る

も
の
で
、令
和
７
年
６
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　

以
上
、19
の
条
例
の一
部

改
正
は
、そ
れ
ぞ
れ
審
議
の

結
果
、原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

▼
補
正
予
算

○
一
般
会
計（
第
８
号
補
正
）

《
３
億
８
，９
０
０
万
円
を

増
額
》

　

総
額
37
億
5
，0
0
0

万
円
に

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

村
民
税
な
ど
が
総

額
で
３
，９
６
１
万
７
千

円
、
地
方
交
付
税
に

１
億
９
，１
７
７
万
９
千

円
、繰
入
金
と
し
て
基
金

の
取
崩
し
と
し
て
１
億
８
，

１
０
０
万
円
な
ど
増
額
、

農
林
水
産
業
費
県
補
助
金

３
８
３
万
７
千
円
、緊
急
自

然
災
害
防
止
対
策
事
業
債

な
ど
村
債
合
計
で
１
億
７
，

４
９
０
万
円
な
ど
を
減
額
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

議
会
費
で
は
、議
員

共
済
組
合
負
担
金
な
ど

で
１
１
６
万
９
千
円
の

減
、総
務
費
で
は
公
共
施

設
整
備
基
金
へ
の
積
立

に
１
億
１
４
０
万
５
千
円

の
増
、リ
ニ
ア
発
生
土
利

活
用
計
画
・
整
備
関
係

経
費
で
８
８
２
万
４
千
円

の
減
、村
長
選
挙
費
等
で

６
７
９
万
４
千
円
の
減
な

ど
で
総
務
費
総
額
で
７
，

３
８
６
万
５
千
円
の
増
、民

生
費
で
は
児
童
手
当
が
減

額
す
る
一
方
、保
育
委
託

料・園
内
整
備
工
事
な
ど
の

増
に
よ
り
、３
８
０
万
４
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
衛
生
費
で
は
、水
道

会
計
繰
出
金
の
増
な
ど

４
億
８
，９
６
３
万
６
千

円
を
増
額
、農
林
水
産
業
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費
で
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推

進
費
委
託
料
の
減
な
ど
で

１
，０
８
４
万
２
千
円
を

減
額
、教
育
費
で
は
中
学

生
海
外
研
修
補
の
減
な
ど

４
３
３
万
円
の
減
額

　

基
金
積
立
は
、公
共
施

設
整
備
基
金
の
取
崩
し
な

ど
で
３
億
４
，９
８
６
万
９

千
円
減
と
な
り
、年
度
末

の
基
金
残
高
は
72
億
４
，

１
４
７
万
９
千
円
に
な
る

見
込
み
。	

（
可
決
）

○
下
條
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計（
第
1
号
補
正
）

《
３
，９
５
４
万
円
の
減
額
》

　

総
額
２
億
７
，８
４
６
万

円
に
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金

で
３
，６
５
３
万
２
千
円
な

ど
を
減
額

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
保
険
給
付
費
の
一
般
療

養
給
付
費
３
，５
８
５
万
１

千
円
の
減
な
ど

�

（
可
決
）

○
下
條
村
介
護
保
険
特
別

会
計（
第
２
号
補
正
）

《
６
５
０
万
円
の
減
額
》

　

総
額
５
億
４
，３
５
０
万

円
に
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
国
庫
支
出
金
３
０
万
８

千
円
、支
払
基
金
交
付

金
14
万
７
千
円
、繰
入
金

６
２
１
万
８
千
円
な
ど
を

減
額

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

を
８
６
３
万
７
千
円
減

額
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
２
２
７
万
４
千
円
増
額
、

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
３
５
２
万
４
千
円
の

増
額
、地
域
支
援
事
業
費

４
５
６
万
１
千
円
の
減
額

	

（
可
決
）

○
下
條
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計（
第
１
号
補

正
）

《
４
万
円
の
減
額
》

　

総
額
６
，１
４
６
万
円
に
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
保
険
料
徴
収
見
込
み
額

を
精
査
し
、１
３
８
万
円
の

増
額
、繰
入
金
で
１
４
２
万

円
の
減
額

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

委
託
料
な
ど
で
８
万
５

千
円
の
減
額
、
広
域
連
合

納
付
金
４
万
６
千
円
の
増

額�

（
可
決
）

○
下
條
村
簡
易
水
道
事
業

会
計（
第
３
号
補
正
）

第
２
条
収
益
的
収
入
及
び

支
出

・
収
入
の
簡
易
水
道
事
業

収
益
を
１
３
３
万
３
千
円

増
額
し
、６
，７
７
３
万
９
千

円
、支
出
の
簡
易
水
道
事

業
費
用
を
１
０
７
万
５
千

円
減
額
し
、５
，０
０
５
万
４

千
円
に
。

第
３
条
資
本
的
収
入
及
び

支
出

・
資
本
的
収
入
は
、４
億

９
，１
１
２
万
５
千
円
増

の
５
億
２
，０
９
０
万
円
、

資
本
的
支
出
は
４
億
９
，

０
５
７
万
６
千
円
増
の

５
億
３
，８
９
９
万
５
千
円

に	

（
可
決
）

【
陳
情
】

「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」の
採
択

を
求
め
る
陳
情
書

総
務
産
建
委
員
会
に
付
託
、

審
議
の
結
果「
採
択
」さ
れ
、

本
議
会
に
お
い
て
も「
採

択
」さ
れ
ま
し
た
。

【
議
員
発
議
】

●
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に

よ
る
え
ん
罪
被
害
者
の
速

や
か
な
救
済
を
求
め
る
意

見
書�

【
可
決
】

●
最
低
賃
金
法
の
改
正
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書�

【
可
決
】

村では浄水装置を２基保有し、１基は河川から取水して浄水を行う
ほか、もう１基は小学校プール西側機械室に浄水設備があるため
プールの水を浄水する計画である。稼働実績がないため、今後稼働訓
練を実施する予定でいる。

災害により村営水道が緊急停止した場合、村の地域防災計画では深
井戸、河川、プール等の水をろ過して使用するとあるが、取水場所
は？ろ過・滅菌の準備はできているか？

村内には個人用の防災リュックを備えている家庭も多いと考える
が、装備状況は把握しているか。中身の使用期限等のチェックや入
れ替えは確認しているか？

個人用防災リュックの装備状況は村として把握していないが、自助の観点から各個人で装備や中身の
チェックに努めるよう広報啓発していきたい。村の防災訓練の安否確認避難訓練の時に持参することも
呼び掛けたいと思う。

Q

A

Q

A

福 沢 　 敏 議員

災害などにより停電が発生した場合、予備電源はどのように供給する計画か？

停電した場合、浄水場には自家発電機が設置されており浄水が可能。各配水池では発電機が必要なため、
商工会との協定に基づいて水道施設への電源供給訓練を実施したこともあり、有事の際に迅速に対応で
きるよう、定期的に訓練を実施していきたい。

Q

A

災害時における給水対策について
安心・安全な飲料水確保と村営水道の防災対策の推進を
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「見守り」で繋がる村づくりのために

福祉課に繋がった、各地区の民生委員が相談を受けた内容や気づいた
点などの解決を、村内外の福祉施設、医療施設、まいさぽ等の支援機
関と相談しながら図っている。「緊急通報システム」、「配食サービス」、
「買物送迎支援」などのアプローチをしている。主任ケアマネの資格は、
５年間の主任介護支援員としての従事が必要で、現状では配置が難し
い。

村に約100人いる75歳以上の１人暮らしの人を孤立させないよう
な見守りや在宅ケアの充実のために、主任ケアマネージャーを福祉課
に常駐させるのは如何か。

地域住民による見守り活動が円滑に行われるよう、専門職（保健師、社会福祉士、ケアマネージャー等）が
必要に応じて活動支援できる協働体制を作ることを要望。

地域住民自らが普段の挨拶や日常生活の中で隣近所等の異変に気づける「見守り活動」ができたら、たいへ
ん心強い。村内で困り事に対応するボランティア団体を作る動きがあると聞いている。支援を受ける側も嬉
しく、ボランティアの側もやりがいを得られる有難い取組み。具体化したら福祉課や関係機関も連携し共に
問題解決に取り組みたい。

丸 山 浩 子 議員

Q

Q

A

A

［追加要望］
村にある介護施設のケアマネージャー、ヘルパーと保健師が一堂に会して話し合いが持てたことが有意義だった
と伺った。村の介護を担う方々が課題解決のために交流することを続けてほしい。

村長の「自助の村から共助の村へ」との発言の真意と、集落
が賑わい自主的に活動できる体制づくりの内容と予算は？

集落ごとの住民自治組織は担い手不足など課題が多く組織の負担を減らす方向にある。社会
の変化に対応する全村型テーマ別の自治組織の育成と支援が必要ではないか。

新型コロナウイルス感染症により、従来の共助の考え方が公
助へとシフトしてきているように感じる。ともに助け合う「共
助」を見直していきたいとの考えである。
創業新業種等転換支援事業、サロン活動助成金事業のほか、
環境整備事業は参加者のコミュニティ醸成に利用していただ
く。引き続き集落支援員を核としたワークショップを開催し、
いい提案があれば予算化したい。新たな事業として村内外か
ら下條に集まる同窓会や同年会の開催に支援をする。

自治組織は住民連携、共助の場。時代に合った連携の中で住民視点の公共サービスを考えて
ほしい。ある地区の総会で、役員より神社運営縮小の提案があったが、役員にすべてを担わ
せた区民の問題、1回でも多く出席し区民参加で持続していこうとの意見があって、すばらし
いと思った。新たな発想を歓迎する。
多様な社会の課題に対し、行政の手の届かない分野で支援組織やボランティア活動が出てく
ることはありがたい。村と一緒に解決、協働を探っていただきたい。

Q

Q

A

A

人口減少社会における地域住民自治について

宮 嶋 成 子 議員
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一
般
質
問（
３
月
）

下條村営水道及び地下水等水質管理について

当村の簡易水道は、水道法等の関係法令・省令に従い、毎月
水質検査を実施。採水は、阿智村にある原水と村内６か所の
給水地点で行っており、検査結果は毎回適合と判断、過去に
問題事例なし。
また、桃立にある一般廃棄物最終処分場においても、毎月１回、
地下水侵出地点の水質検査を実施。異常な数値は検出されて
ない。
今後も基準に沿った水質検査を実施していく。

村営水道及び地下水等水質管理について検査・管理は？

人体に影響があるとされる「有機フッ素化合物ＰＦＡＳ（ピーファス）」の水道・地下水等に混
入事例が全国各地から報告があるが、当村の対応は？

ＰＦＡＳ（ピーファス）とは「有機フッ素化合物」の総称で、当村においては、令和５年 10 月
に検査を実施、異常なし。
定期的な検査は実施してないが、水質管理目標設定項目から水質基準項目に見直すことが掲げら
れており、令和８年４月から施行する方針が示され、当村の簡易水道も検査を実施していく。
今後も安心安全な水道水を供給していくため、基準に沿った水質検査を実施していく。

熊 谷 利 治 議員

Q

A

「過疎地域等における集落の状況に関する現地調査」では、平
成 27 年〜平成 31 年の４年間で集落の平均人口が減少し、今後
10 年以内に消滅する可能性がある集落数の予測が行われてい
る。この調査をうけ、村としても前村長時代から対策を講じて
いる。若者定住住宅の建設、移住定住の促進、関係人口・交流
人口の創出・拡大。しかしながら人口は減少し、少子高齢化も
進展している。人口が減少しても持続可能な豊かな社会を築い
ていかなければならない。

限界集落について、村はどう考えるのか。

限界集落打開策はあるのか。

住民の中からリーダーを選定し、支援することである。コミュニケーションを大切に考え、外部か
ら地域の意見をくみ上げ、村に還元していただける方を採用するなど、多様な手段で活気ある集
落にしていく取り組みを行う。村の中で活動している事例として、宝の戸の港南地区有志の方々
との交流（関係人口の創出）や、集落支援員が中心になって進めている合原地区の茶話会がある。
村はこのような事例を支援し、その結果に注視していきたい。地域おこしはその集落にあった独
自の手法があるため、村政懇談会での対話を大切にしていきたいと考える。

Q

Q

A

Q

A

A

限界集落について

竹 村 宗 次 議員
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３
月
２
日（
日
）午
後
２

時
よ
り
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

に
お
い
て
、
熊
谷
正
敬

団
長
以
下
各
分
団
団
員

1
2
7
名
と
、
退
団
者
、

駐
在
所
、
本
部
職
員
、
消

防
委
員
ほ
か
が
列
席
し
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
同
整
列
の
の
ち
、
新

た
に
先
頭
分
団
を
担
う
第

2
分
団
木
下
満
夏
分
団
長

の
号
令
に
よ
り
式
典
は
行

わ
れ
、
力
強
い
ラ
ッ
パ
吹

奏
が
響
く
中
、
美
し
く
整

列
し
た
団
員
各
位
の
姿
に

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
と

村
の
安
心
安
全
を
守
る
強

い
使
命
感
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

7
年
度
の
入
団
者
は
本

部
各
分
団
合
わ
せ
て
7

名
。
退
団
者
は
20
名
で

す
か
ら
13
名
の
減
。
下

條
村
消
防
団
条
例
定
数

1
4
0
名
を
、
初
め
て

減
少
す
る
こ
と
と
な
り
人

口
減
少
の
影
響
を
認
識
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

免
命
者
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
6
年
度
先
頭
分

団
第
４
分
団
長
の
熊
谷
貴

明
さ
ん
は
、
6
月
に
行
わ

れ
た
消
防
フ
ェ
ス
に
つ
い

て
、
家
族
と
と
も
に
体

験
・
交
流
を
行
っ
た
こ
と

が
良
い
思
い
出
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
災
害

リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
消

防
団
へ
の
信
頼
や
期
待
は

ま
す
ま
す
大
き
く
、
ご
家

族
と
も
に
地
域
の
安
心
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
、
ま
た
消
防
団
員
自

ら
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
意

欲
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
と
敬
意

を
表
し
ま
す
。引
き
続
き
、

村
の
皆
様
に
は
地
域
防
災

と
、
次
世
代
の
消
防
団
員

確
保
に
つ
な
が
る
家
庭
や

地
域
で
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
宮
嶋
成
子
）

飯 

伊 

市 

町 

村 

議 

員 

研 

修 

会
　（
２
月
５
日
）

�

＝
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
＝

　

30
年
前
の
阪
神
淡
路
大

震
災
の
時
、
弁
護
士
仲
間

90
人
で
、
災
害
法
の
制
度

改
正
に
取
り
組
み
、
東
日

本
、
熊
本
、
能
登
で
は
法

的
支
援
に
奔
走
さ
れ
た
日

本
弁
護
士
連
合
会
災
害
復

興
支
援
委
員
会
前
委
員

長
、津
久
井
進
氏
の
講
演
。

「
災
害
時
に
最
も
守
る
べ

き
も
の
」
は
、「
生
命
」「
人

権
・
幸
福
追
求
権
・
個
人

の
尊
重
」
だ
と
い
う
こ
と

を
強
調
す
る
目
が
覚
め
る

よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

講
演
で
学
ん
だ
こ
と

を
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で
く
だ
さ
る
村
民
の

皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と

思
い
、
報
告
し
ま
す
。

①
復
旧
・
復
興
・
生
活
再

建
と
は
、
一
人
ひ
と
り

の
人
権
を
回
復
す
る
こ

と
。

②
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

（
法
律
に
基
づ
い
て
柔

軟
で
的
確
な
判
断
を
す

る
力
）
が
災
害
現
場
で

生
か
さ
れ
、
目
的
と
手

段
を
見
誤
ら
な
い
。
本

質
を
き
ち
ん
と
見
極
め

る
こ
と
。

③
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
は
生
活
再
建
を

支
援
す
る
仕
組
み
。
被

災
者
一
人
ひ
と
り
に
必

要
な
支
援
を
行
う
た

め
、
被
災
者
に
寄
り
添

い
個
別
の
被
災
状
況
。

生
活
状
況
を
把
握
（
過

去
、
ど
う
生
き
て
き
た

か
が
分
か
ら
な
い
と
再

建
の
支
援
は
で
き
な

い
）
す
る
。

④
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
東
日
本
大
震

災
の
後
、
仙
台
市
の
生

活
再
建
加
速
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
取
り
入
れ
ら

れ
、
令
和
３
年
に
首
相

が
国
会
で
実
施
を
答
弁

し
た
。
令
和
４
年
に
は

骨
太
の
方
針
と
し
て
明

記
さ
れ
、
能
登
地
震
被

災
地
に
国
か
ら
依
頼
し

た
。

⑤
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る

被
災
者
の
発
見
。
被
災

者
の
中
に
は
支
援
の
窓

口
に
行
け
な
い
人
、
声

を
上
げ
ら
れ
な
い
人
も

い
る
。
訪
問
、
見
守
り

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ

り
一
人
ひ
と
り
の
抱
え

る
課
題
を
把
握
し
、
申

請
主
義
で
な
く
伴
走
型

支
援
を
す
る
。

⑥
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
や
福
祉
は
世
帯
単
位

だ
が
、
一
人
ひ
と
り
の

リ
ア
ル
を
把
握
す
る
。

⑦
支
援
の
総
合
化
・
計
画

化
―
評
価
・
査
定
→
計

画
→
実
施
→
観
察
→
再

評
価
を
大
事
に
す
る
。

⑧
多
く
の
社
会
資
源
で
重

層
的
に
支
援
す
る
。
官

民
で
連
携
し
て
、
よ
っ

て
た
か
っ
て
一
人
を
支

え
る
。

⑨
目
的
は
被
災
者
の
生
活

再
建
と
い
う
こ
と
を
見

誤
ら
な
い
。

　

大
丈
夫
で
な
く
て
も
、

助
け
て
く
れ
と
言
え
な
い

被
災
者
の
声
な
き
声
を
聴

く
こ
と
の
大
切
さ
も
話
さ

れ
ま
し
た
。
我
慢
・
諦

め
・
沈
黙
す
る
の
で
な
く

真
実
は
何
か
と
い
う
こ
と

が
大
事
だ
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
め
ざ
す
も
の
に
深

く
共
感
し
、
能
登
大
震
災

後
の
１
カ
月
に
30
本
も
の

緊
急
提
案
を
出
し
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
丸
山
浩
子
）

令
和
７
年
度
下
條
村
消
防
団

�

任
免
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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「
東
日
本
大
震
災
自
治

体
職
員
の
経
験
を
今
後
に

活
か
す
課
題
と
具
体
的
な

解
決
方
法
」
と
題
さ
れ
津

波
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た

石
巻
市
・
南
三
陸
町
の
被

災
状
況
と
災
害
対
応
を
石

巻
市
職
員
鈴
木
公
美
氏
、

Ｏ
Ｂ
の
秋
山
光
義
氏
、
南

三
陸
町
元
職
員
の
高
橋
一

清
氏
よ
り
発
災
直
後
か
ら

の
活
動
と
課

題
解
決
の
為

に
立
ち
上
げ

ら
れ
た
Ｇ
72

災
害
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
の
有
馬

朱
美
氏
よ
り

被
災
後
72
時

間
を
ど
う
生

き
抜
く
か
に

つ
い
て
西
南

部
地
区
と
豊

根
村
９
町
村

の
首
長
、
議

員
、
職
員
２
１
０
名
余
が

聴
講
し
ま
し
た
。

　

６
階
建
て
の
石
巻
市
役

所
庁
舎
は
住
民
約
３
０
０

人
が
避
難
し
た
が
１
階
が

津
波
で
浸
水
。
孤
立
状
態

と
な
る
も
１
階
が
食
料
品

売
り
場
で
あ
っ
た
の
で
避

難
者
の
食
料
と
し
公
助
開

始
ま
で
持
ち
堪
え
ら
れ
た

と
鈴
木
氏
は
当
時
の
活
動

状
況
を
振
り
返
り
食
料
備

蓄
の
重
要
性
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
は
津
波
対
策

を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
た
。
３
・

11
の
時
は
３
月
議
会
の
最

終
日
で
町
長
、
議
員
が
一

同
に
会
し
て
い
る
時
大
地

震
が
発
生
。
急
ぎ
町
の
３

階
建
て
防
災
庁
舎
へ
避
難

す
る
も
津
波
は
屋
上
を
上

回
り
多
く
の
命
が
失
わ
れ

た
。
あ
の
時
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用

し
て
い
た
ら
と

悔
恨
の
想
い
を

高
橋
氏
は
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

道
路
や
通
信

が
復
旧
す
る
と

全
国
か
ら
被
災

地
へ
物
資
や
人

的
な
救
援
が
開

始
さ
れ
る
。
石

巻
市
の
２
５
９

箇
所
の
避
難
所

へ
配
給
を
担
当

し
た
元
職
員
の

秋
山
氏
は
膨
大
な
物
資
の

仕
分
け
、
配
送
、
管
理
に

忙
殺
さ
れ
た
が
他
自
治
体

か
ら
の
対
口
支
援
が
大
き

な
助
け
と
な
り
支
援
活
動

が
継
続
出
来
た
事
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

有
馬
氏
は
平
成
３
年
雲

仙
普
賢
岳
噴
火
で
実
家
が

被
災
。
以
後
災
害
復
興
事

業
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
全

国
を
活
動
中
３
氏
と
交
流

の
縁
が
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
直
後
に
再
会
を
果

し
、
震
災
の
課
題
を
共
有

し
た
事
で
Ｇ
72
災
害
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
上
げ

に
繋
げ
た
。「
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
72
」
は
災
害
発
生
初

動
72
時
間
の

支
援
と
し
て

①
Ｇ
72
Ｂ
Ｏ

Ｘ
事
業
②
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
付

救
命
胴
衣
開

発
③
対
口
支

援
教
育
訓
練

④
官
民
協
働

に
よ
る
共
助

と
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
取
組

み
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま

し
た
。
下
條

村
も
Ｇ
72
と
協
定
を
結

び
「
命
を
繋
ぐ
箱
」
が

１
１
５
箱
寄
贈
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
大
災
害
に
備
え

更
に
人
口
の
10
％
分
を
備

蓄
す
る
計
画
で
す
。
私
た

ち
も
日
頃
か
ら
大
災
害
の

備
え
を
心
掛
け
て
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

�

（
田
中
兼
次
）

西
南
部
地
区
及
び
豊
根
村
議
会
議
員
・
職
員
防
災
研
修
会
開
催

�

（
１
月
25
日
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
）
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三
寒
四
温
を
経
て
、
や
っ

と
春
の
到
来
、
桜
前
線
も
北

上
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
２
月
２
日
か
ら
２
年

に
一
度
の
視
察
研
修
旅
行
が

あ
り
２
泊
３
日
で
広
島
へ

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
は
二
度
目
の
広
島
で

す
が
、
改
め
て
戦
争
を
考
え

平
和
に
感
謝
す
る
時
間
を
持

て
ま
し
た
。
人
類
は
な
ぜ
、

ミ
サ
イ
ル
や
核
兵
器
の
原
子

爆
弾
を
使
っ
て
、
地
球
上
の

生
物
だ
け
で
な
く
、
地
球
本

体
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ

と
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
当

事
国
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

武
器
供
与
を
す
る
国
と
軍
事

産
業
の
構
図
を
考
え
ま
す
。

　

昨
年
、日
本
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
が
、
共
に
核
兵
器
の
な
い

世
界
を
切
望
し
ま
す
。

�

（
熊
谷
美
和
子
）

議
長
コ
ラ
ム

議
長
コ
ラ
ム

令
和
７
年
度
南
信
州
広
域
連
合
議
会
定
例
会

小
型
救
助
車
を
阿
南
消
防
署
に
配
備

編
集
委
員
会

委
員
長　

竹
村　

宗
次

副
委
員
長　

丸
山　

浩
子

委　
　

員　

田
中　

兼
次

委　
　

員　

熊
谷　

利
治

委　
　

員　

熊
谷
美
和
子

委　
　

員　

宮
嶋　

成
子

　

２
月
12
日
か
ら
28
日
ま

で
の
17
日
間
、
南
信
州
広

域
連
合
議
会
定
例
会
が
開

催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
の
概
要
は
、
広
域

連
合
４
会
計
の
総
額
は
、

70
億
9
4
0
0
万
円
で

前
年
比
21
億
2
0
0
0

万
円
増
の
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
別
で
は
、
一
般
会

計
が
4
6
0
0
万
円
の

減
、
南
信
州
広
域
振
興
基

金
特
別
会
計
が
増
減
な
し
、

飯
田
広
域
消
防
特
別
会
計

が
21
億
2
0
0
0
万
円

の
増
、
稲
葉
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
が

4
6
0
0
万
円
の
増
と

い
う
状
況
で
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
南
信

州
広
域
連
合
会
館
（
新
名

称
：
は
に
か
む
べ
ー
す
）

の
整
備
工
事
が
終
了
す
る

た
め
総
務
費
は
減
少
し
ま

す
が
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築

保
守
点
検
、
桐
林
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
費

等
に
よ
り
民
生
費
と
衛
生

費
は
増
額
。

　

飯
田
広
域
消
防
特
別
会

計
は
、
高
森
消
防
署
庁
舎

新
築
事
業
、
共
同
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、

は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車

導
入
事
業
等
の
大
型
事
業

が
重
な
り
大
幅
な
増
額
。

　

稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
は
、
施
設

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ

り
増
額
。

　

下
條
村
の
広
域
連
合
へ

の
負
担
金
は
、
一
般
会
計

に
3
0
4
3
万
円
、
消

防
特
別
会
計
に
7
7
5

0
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

３
月
24
日
、
阿
南
消
防

署
に
小
型
救
助
車
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
小
型

か
つ
悪
路
走
破
性
、
登

坂
能
力
、
資
機
材
積
載

能
力
に
優
れ
た
車
両

で
、
急
傾
斜
地
や
狭
隘

な
地
区
で
発
生
し
た
土

砂
災
害
や
林
野
火
災
等

に
お
い
て
、
迅
速
に
救

助
活
動
や
消
火
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
輪
駆
動
の
バ
ギ
ー

車
で
、
最
大
積
載
量
は

4
5
0
㎏
車
両
前
部
に
は

最
大
牽
引
力
2
0
0
0

㎏
の
ウ
イ
ン
チ
付
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
震
や
風
水
害

等
の
災
害
が
発
生
し
た
時

に
は
、
こ
の
車
両
の
機
動

力
を
活
か
し
て
、
現
場
の

迅
速
な
情
報
収
集
を
す
る

こ
と
で
、
早
期
の
状
況
把

握
と
早
期
の
消
防
活
動
に

対
す
る
充
実
強
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

下
條
村
民
吹
奏
楽
団
「
春
の
音
楽
会
」

　

２
月
25
日　

下
條
村
コ

ス
モ
ホ
ー
ル
で
「
春
の
音

楽
会
2
0
2
5
」
が
下

條
村
民
吹
奏
楽
団
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
吹
奏

楽
の
演
奏
や
練
習
を
し
て

い
る
小
中
学
校
の
生
徒
や

村
吹
奏
楽
団
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
、
感
謝
の
意
味
も
込

め
て
「
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と

と
き
を
」
と
い
う
こ
と
で

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
下
條
ジ
ュ

ニ
ア
バ
ン
ド
、
小
学
校

コ
ス
モ
ス
タ
ー
合
唱

団
、
下
條
中
吹
奏
楽

部
、
阿
南
一
中
吹
奏
楽

部
、阿
智
中
吹
奏
楽
部
、

そ
ん
す
い
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
村
民
吹
奏
楽
団
の

演
奏
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
合
同
演
奏

が
行
わ
れ
、
迫
力
の
あ
る

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。


